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平
成
二
二
年
一
〇
月
一
七
日（
日
）

兵
庫
県
立
丹
波
の
森
公
苑
で
ひ
ょ
う

ご
消
防
の
つ
ど
い
二
〇
一
〇
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
つ
ど
い
は
、
兵
庫
県
下
の
消

防
本
部
・
消
防
団
の
幹
部
が
共
に
集

い
、
永
年
に
わ
た
り
消
防
業
務
に
従

事
し
て
き
た
消
防
職
員
・
消
防
団
員

の
功
績
を
讃
え
た
表
彰
を
行
う
と
と

も
に
、
幹
部
の
研
修
を
行
い
、
士
気

の
高
揚
と
知
識
・
技
術
の
研
鑽
を
深

め
る
こ
と
を
通
じ
て
消
防
人
の
強
固

な
団
結
と
消
防
機
関
の
連
携
体
制
を

確
立
す
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
て

い
る
も
の
で
す
。
本
年
度
は
、
第
一

部
に
知
事
表
彰
及
び
県
消
防
協
会
長

表
彰
を
、
第
二
部
に
甲
賀
流
氷
ノ
川

太
鼓
振
興
会
に
よ
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
、
そ
し
て
第
三
部
に
は
東
京
都
赤

羽
消
防
団
副
団
長
の
小
澤
浩
子
氏
を

講
師
に
迎
え
講
演
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

県
下
消
防
団
・
消
防
本
部
の
幹
部
六
〇
〇
名
が

丹
波
の
森
公
苑
に
つ
ど
う

ひ
ょ
う
ご
消
防
の
つ
ど
い
二
〇
一
〇

�

開�

催
　

第
二
部
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、

地
元
丹
波
市
の
甲
賀
流
氷
ノ
川
太
鼓

振
興
会
に
よ
る
太
鼓
演
奏
が
披
露
さ

れ
ま
し
た
。
演
奏
曲
は「
秋
月
」、「
流

星
」、「
氷
ノ
川
隼
太
鼓
」
の
三
曲
で
、

和
太
鼓
、
日
本
太
鼓
の
音
が
会
場
全

体
に
響
き
渡
り
ま
し
た
。

　

第
三
部
は
東
京
都
赤
羽
消
防
団
副

団
長
の
小
澤
浩
子
氏
に
「
共
に
守
る

明
日
の
た
め
に
～
消
防
団
活
動
の
課

題
と
こ
れ
か
ら
～
」
と
題
し
、
講
演

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
消
防
団
を
取

り
巻
く
現
状
と
こ
れ
か
ら
の
課
題
、

女
性
消
防
団
員
の
活
動
及
び
震
災
の

被
災
地
で
あ
る
兵
庫
の
消
防
団
と
し

て
の
活
動
の
重
要
性
を
改
め
て
認
識

で
き
た
お
話
で
し
た
。

　

な
お
、
今
年
度
の
表
彰
の
栄
に
輝

い
た
団
体
・
個
人
は
次
の
と
お
り
で
す
。

兵
庫
県
知
事
表
彰

　

○
表
彰
旗

　
　

西
脇
市
消
防
団

　

昭
和
六
一
年
に
結
成
し
た
兵
庫
県

ま
と
い
会
は
今
年
度
で
二
五
周
年
を

迎
え
、
そ
の
記
念
を
祝
し
、
兵
庫
県

ま
と
い
会
結
成
二
五
周
年
記
念
大
会

が
平
成
二
二
年
一
〇
月
二
六
日
、
南

淡
路
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
に
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
県
か
ら
木
村
防
災
監
と

藤
原
災
害
対
策
局
長
を
、
県
消
防
協

会
か
ら
岸
谷
消
防
協
会
長
を
来
賓
に

迎
え
、ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
兵
庫
県
国
際
交
流
協

会
理
事
長
（
前
兵
庫
県
副
知
事
）
の

齋
藤
富
雄
氏
を
講
師
に
迎
え
、「
苦

闘
か
ら
の
教
訓
」
の
演
題
で
熱
の
こ

も
っ
た
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

防
団
員
を
対
象
と
し
て
、
活
動
事
例

発
表
、
意
見
交
換
会
及
び
実
技
訓
練

を
通
じ
て
、
知
識
・
技
術
の
向
上
を

図
る
と
と
も
に
、
女
性
団
員
の
相
互

交
流
の
場
を
設
け
て
消
防
団
活
動
に

対
す
る
モ
チ
べ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
毎
年
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

今
年
度
の
研
修
会
で
は
、
午
前
の

部
で
、
川
西
市
女
性
消
防
団
（
チ
ェ

リ
ー
フ
ァ
イ
ヤ
ー
）
に
よ
る
予
防
啓

発
紙
芝
居
、
そ
の
後
班
別
に
分
か

れ
、
①
現
在
の
活
動
内
容
と
②
今
後

の
女
性
消
防
団
員
の
在
り
方
の
二
つ

の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
討
議
し
、
班
ご

と
に
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
二
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
、
救
急
実
習
室
で
三
角
巾
を
用

い
た
応
急
処
置
訓
練
と
屋
外
で
の
消

火
栓
取
扱
訓
練
、
地
震
体
験
及
び
耐

熱
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
普
段
、

地
元
で
は
体
験
し
に
く
い
放
水
訓

練
、
地
震
体
験
等
は
参
加
し
た
団
員

の
方
に
も
好
評
で
し
た
。

　

今
回
の
研
修
で
得
た
知
識
・
技
術

を
各
地
で
行
わ
れ
る
訓
練
や
研
修
の

機
会
で
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

兵
庫
県
ま
と
い
会
結
成

�

二
五
周
年
記
念
大
会
開
催
　

�

兵
庫
県
ま
と
い
会
事
務
局

平
成
二
二
年
度
女
性
消
防
団
員
研
修
会

�

県
消
防
協
会

　

平
成
二
二
年
一
〇
月
二
日
、
兵
庫

県
広
域
防
災
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

平
成
二
二
年
度
女
性
消
防
団
員
研
修

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
会
は
、
県
下
の
女
性
消

　

○
竿
頭
綬

　
　

明
石
市
消
防
団

　
　

養
父
市
消
防
団

　
　

南
あ
わ
じ
市
消
防
団

　

○
功
労
章

　
　

消
防
団
員 

五
四
名

　
　

消
防
吏
員 

八
二
名

　

○
永
年
勤
続
功
労
章

　
　

消
防
団
員 

二
一
〇
名

　
　

消
防
吏
員 

一
一
六
名

　

○
表
彰
状 

三
団
体

兵
庫
県
知
事
感
謝

　

○
永
年
勤
続
功
労
者
賞　
　

五
名

　

○
家
族
の
賞

　
　

消
防
団
員
の
部 

四
六
三
名

　
　

消
防
吏
員
の
部 

一
〇
一
名

　

○
親
子
二
代
の
賞 

七
六
組

　

○
消
防
協
力
者
賞

　
　

個
人
の
部 

二
名

　
　

事
業
所
の
部 

四
団
体

兵
庫
県
消
防
協
会
長
表
彰

　

○
表
彰
旗

　
　

神
戸
市
兵
庫
消
防
団

　

○
竿
頭
綬

　
　

篠
山
市
消
防
団

　
　

稲
美
町
消
防
団

　

○
功
績
章 

一
四
一
名

　

○
精
積
章 

二
二
五
名

　

○
勤
続
章 

三
九
七
名

　

○
精
勤
章 

四
四
九
名

　

○
永
年
勤
続
表
彰 

二
名

兵
庫
県
消
防
協
会
長
感
謝

　

○
家
族
の
賞

　
　

三
〇
年
以
上 

一
二
一
名

　
　

四
〇
年
以
上 

二
二
名

　
　

五
〇
年
以
上 

四
名

吉本副知事式辞

消防協会長表彰の伝達

小澤浩子氏の講演

救急講習会

消火栓取扱訓練

齊藤理事長の講演

　

次　
　

第

第
一
部

　

開
会
の
こ
と
ば

　
　
　

足
立
副
会
長

　

国
歌
吹
奏

　

黙
祷

　

兵
庫
県
消
防
協
会
長
あ
い
さ
つ

　
　
　

岸
谷
消
防
協
会
長

　

兵
庫
県
知
事
式
辞

　
　
　

吉
本
副
知
事

　

開
催
市
長
あ
い
さ
つ
（
丹
波
市
）

　
　
　

辻
市
長

　

表
彰

　

兵
庫
県
知
事
表
彰
・
感
謝

　

兵
庫
県
消
防
協
会
長
表
彰
・
感
謝

　

来
賓
祝
辞

　
　
　

山
本
県
議
会
議
長

　
　
　

村
上
消
防
長
会
会
長

　

受
賞
者
代
表
謝
辞

　
　

伊
丹
市
消
防
局

　
　

消
防
司
令
長　

福
井
浩
次

第
二
部

　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

　
　
「
甲
賀
流
氷
ノ
川
太
鼓
」

　

甲
賀
流
氷
ノ
川
太
鼓
振
興
協
会

第
二
二
回
全
国
消
防
操
法
大
会

結
果
速
報
！

　

一
一
月
一
二
日
に
愛
知
県
蒲

郡
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
場
で
開
催
さ

れ
た
第
二
二
回
全
国
消
防
操
法

大
会
に
お
い
て
、
兵
庫
県
代
表
と

し
て
出
場
し
た
、
福
崎
町
消
防
団

が
小
型
ポ
ン
プ
の
部
で
「
優
勝
」

の
栄
光
に
輝
き
ま
し
た
。
本
県
代

表
の
全
国
大
会
優
勝
は
初
の
快

挙
で
す
。（
大
会
詳
細
は
次
号
に

て
掲
載
予
定
）

第
三
部

　

講
演

　

共
に
守
る
明
日
の
た
め
に

　

～
消
防
団
活
動
と
こ
れ
か
ら
～

　
　

東
京
都
赤
羽
消
防
団

　
　
　

副
団
長　

小
澤
浩
子

閉
会
の
こ
と
ば

　
　
　

向
内
副
会
長
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阪
神
地
区
消
防
団
長
会
は
、
平
成

二
二
年
九
月
二
八
日
～
二
九
日
に
か

け
て
滋
賀
県
・
愛
知
県
方
面
に
行
政

視
察
に
出
か
け
ま
し
た
。

　

前
日
か
ら
、
近
畿
地
方
の
一
部
に

大
雨
が
降
り
警
報
が
発
令
さ
れ
、
天

気
予
報
で
は
視
察
当
日
も
雨
の
確
率

が
八
〇
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
と
、
悪
天

候
を
覚
悟
し
て
い
ま
し
た
が
、
皆
の

視
察
に
対
す
る
執
念
な
の
か
、
な
ん

と
青
空
一
色
の
天
候
に
一
変
。
さ
わ

や
か
な
秋
晴
れ
の
中
、
出
発
と
な
り

ま
し
た
。

　

ま
ず
、
一
日
目
。
集
合
に
は
特
に

大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
は
無
く
無
事
、
全

員
の
集
結
が
完
了
。
早
々
に
点
呼
を

し
て
バ
ス
に
乗
り
込
み
、
最
初
に

向
っ
た
視
察
先
は
、
滋
賀
県
防
災
航

空
隊
。
到
着
ま
で
の
車
内
で
は
、
当

番
市
の
思
惑
ど
お
り
挨
拶
を
簡
単
に

済
ま
せ
て
「
車
内
研
修
会
」
を
実
施

し
ま
し
た
。
内
容
は
、
先
に
行
わ
れ

た
「
平
成
二
二
年
度
兵
庫
県
消
防
操

法
大
会
」
の
模
様
を
放
映
。「
消
防

団
の
甲
子
園
」
と
も
言
わ
れ
る
大
会

だ
け
に
、
各
団
長
さ
ん
も
真
剣
な
眼

差
し
で
注
視
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
次

回
の
大
会
に
、
阪
神
地
区
の
代
表
と

し
て
出
場
す
る
消
防
団
に
対
し
、
大

　

消
防
団
員
の
救
助
資
機
材
取
扱
い

技
術
の
向
上
を
図
り
、
団
員
の
災
害

現
場
活
動
の
充
実
強
化
に
寄
与
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
、「
消
防
団
員

救
助
資
機
材
取
り
扱
い
講
習
」
が
、

平
成
二
二
年
一
〇
月
二
四
日
（
日
）、

兵
庫
県
広
域
防
災
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
総
務
省
消
防
庁
の
主
催
に
よ
り
実

施
さ
れ
、
県
内
各
地
か
ら
合
計
三
五

名
の
消
防
団
員
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

一
時
間
程
度
の
資
機
材
取
扱
い
説

　

総
務
省
消
防
庁
に
お
い
て
平
成

二
二
年
四
月
一
日
現
在
の
消
防
団
員

数
（
速
報
値
）
が
公
表
さ
れ
て
い
ま

す
。
全
国
的
に
団
員
数
の
減
少
傾
向

が
続
い
て
お
り
、
本
年
度
の
団
員
数

は
八
八
三
，
七
一
〇
人
（
前
年
度
よ

り
一
，
六
八
四
人
減
少
）
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

本
県
で
は
、
条
例
定
数
が
四
七
，

〇
一
〇
人
（
前
年
度
よ
り
三
七
四
人

減
少
）
に
対
し
、
実
員
数
が
四
五
，

〇
二
六
人
（
前
年
度
よ
り
三
九
五
人

明
、
資
機
材
の
点
検
・
整
備
及
び
安

全
管
理
に
つ
い
て
学
習
し
た
後
、
三

班
体
制
に
よ
り
、
油
圧
カ
ッ
タ
ー
及

び
ス
ト
ラ
イ
カ
ー
に
よ
る
廃
車
の
ド

ア
開
放
及
び
切
断
実
技
講
習
、
エ
ン

ジ
ン
カ
ッ
タ
ー
に
よ
る
丸
鋼
管
の
切

断
実
技
講
習
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
に
よ

る
角
材
の
切
断
実
技
講
習
が
行
わ

れ
、
参
加
さ
れ
た
団
員
の
方
に
は
受

講
証
（
バ
ッ
ジ
）
が
配
布
さ
れ
ま
し

た
。

減
少
）
で
あ
り
、
全
国
一
位
の
団
員

数
を
誇
っ
て
い
ま
す
。

　

消
防
団
員
総
数
が
減
少
傾
向
に
あ

る
中
で
も
、
女
性
消
防
団
員
数
は

年
々
増
加
し
て
お
り
、本
年
度
で
は
、

三
一
八
人
（
前
年
度
よ
り
一
六
人
増

加
）
と
な
っ
て
お
り
、
震
災
前
の
平

成
六
年
度
と
比
較
し
て
も
、
二
〇
八

名
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
他
府
県
の
団
員
数
に
つ
き

ま
し
て
は
消
防
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
お
い
て
閲
覧
が
で
き
ま
す
。

　

加
東
市
消
防
団
で
は
、
消
防
団
の

活
動
を
市
民
の
方
々
に
よ
り
深
く

知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
新
入
団
員

の
加
入
を
促
進
す
る
た
め
に
、
加
東

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
と
協
力
し

て
、「
知
っ
て
い
ま
す
か
―
加
東
市

消
防
団
の
活
動
―
」
を
平
成
二
二
年

四
月
に
作
成
し
ま
し
た
。

　

作
成
し
た
番
組
は
四
月
中
に
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
で
放
送
し
ま
し
た
が
、

消
防
団
員
の
勧
誘
活
動
が
本
格
化
す

る
こ
れ
か
ら
来
年
三
月
に
か
け
て
、

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
定
期
的
に
放
送

し
、
多
く
の
方
々
に
消
防
団
の
活
動

状
況
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
こ
と

会
で
上
位
に
入
れ
る
よ
う
、
期
待
の

こ
も
っ
た
車
内
研
修
と
な
り
ま
し

た
。
続
い
て
消
防
団
啓
発
ビ
デ
オ
も

放
映
、
終
始
、
消
防
団
談
義
に
活
発

な
意
見
交
換
が
で
き
ま
し
た
。
研
修

の
甲
斐
あ
っ
て
か
、
あ
っ
と
い
う
間

に
、
視
察
先
に
到
着
。
忙
し
い
訓
練

の
合
間
に
、
視
察
を
受
け
入
れ
て
い

た
だ
い
た
航
空
隊
の
方
々
の
出
迎
え

を
受
け
た
後
、
各
救
助
資
機
材
の
展

示
、
そ
し
て
航
空
隊
長
の
講
義
と
研

修
が
行
わ
れ
、
各
団
長
さ
ん
も
熱
心

に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。
天
候
が

回
復
し
た
お
陰
で
、実
機
訓
練
で
は
、

近
距
離
で
ヘ
リ
の
風
圧
を
肌
身
で
感

じ
な
が
ら
、
迫
力
あ
る
訓
練
視
察
と

で
、
新
入
団
員
の
確
保
に
つ
な
げ
ま

す
。

番
組
内
容

　

番
組
は
約
二
〇
分
間
で
、
春
の
出

初
式
や
暑
い
夏
の
装
備
点
検
、
厳
冬

の
放
水
訓
練
な
ど
、
一
年
間
の
消
防

団
活
動
を
通
じ
て
、
団
員
の
生
の
声

や
、
彼
ら
を
支
え
る
家
族
の
意
見
な

ど
も
交
え
て
、
消
防
団
が
抱
え
る
問

題
点
や
今
後
の
課
題
を
わ
か
り
や
す

く
映
像
化
し
て
い
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
や
住
民
意
識
の
変
化

に
よ
る
団
員
数
の
減
少
や
高
齢
化
を

ど
う
乗
り
切
っ
て
い
く
か
を
番
組
を

通
じ
て
訴
え
、
今
後
の
新
入
団
員
の

勧
誘
活
動
の
協
力
と
理
解
を
求
め
て

い
ま
す
。

な
り
、
一
日
目
の
視
察
研
修
を
終
了

し
ま
し
た
。

　

二
日
目
、
各
団
長
さ
ん
は
朝
早
く

か
ら
露
天
風
呂
に
繰
り
出
し
、朝
食
、

身
支
度
も
そ
こ
そ
こ
に
、
視
察
先
で

あ
る
豊
田
市
防
災
学
習
セ
ン
タ
ー
へ

出
動
い
た
し
ま
し
た
。
は
じ
め
に
、

豊
田
市
の
防
災
対
策
に
つ
い
て
の
説

明
が
あ
り
、
そ
の
後
、
セ
ン
タ
ー
内

に
あ
る
、五
つ
の
コ
ー
ナ
ー
と
し
て
、

「
暴
風
」・「
地
震
」・「
消
火
」・「
煙

脱
出
」・「
一
一
九
番
通
報
」
を
体
感
。

日
頃
は
指
導
者
の
立
場
で
あ
る
団
長

さ
ん
方
も
、
自
然
に
手
に
汗
を
握
る

ス
リ
ル
あ
る
経
験
を
さ
れ
、
ま
さ
か

…
、
団
長
さ
ん
同
士
が
、
し
が
み
つ

く
シ
ー
ン
も
…
…（
目
撃
）。
や
は
り

災
害
は「
初
心
を
忘
れ
ず
べ
か
ら
ず
」

で
し
ょ
う
か
？

　

視
察
の
締
め
く
く
り
と
し
て
、
各

消
防
団
が
、「
一
致
団
結
」
し
「
共

に
助
け
合
う
」
こ
と
を
再
確
認
し
、

す
べ
て
の
研
修
を
終
了
と
し
ま
し

た
。

　

今
回
、参
加
さ
れ
た
各
団
長
さ
ん
、

来
年
度
も
、
更
に
、
充
実
し
た
視
察

研
修
を
行
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
本

当
に
お
疲
れ
様
で
し
た
。

阪
神
地
区
消
防
団
長
会

�

行
政
視
察
を
実
施
　

阪
神
地
区
消
防
団
長
会

平
成
二
二
年
四
月
一
日
現
在
の

�

消
防
団
員
数（
速
報
値
）を
公
表

消
防
団
員
救
助
資
機
材

�

取
り
扱
い
講
習

兵
庫
県
消
防
課

知
っ
て
い
ま
す
か
消
防
団

�

―
加
東
市
消
防
団
の
活
動
―
　

加
東
市
消
防
団

加東市消防団の活動

油圧カッターによる廃車のドア開放

滋賀県防災航空隊②

滋賀県防災航空隊①

チェーンソーによる角材の切断実技講習

豊田市防災センター
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朝
来
市
消
防
団
は
平
成
一
七
年
四

月
に
朝
来
市
誕
生
と
同
時
に
発
足

し
四
支
団
、
三
二
分
団
、
団
員
数

一
〇
一
八
名
、
車
両
四
八
台
の
大
所

帯
と
な
り
、
現
在
も
、
従
来
か
ら
の

　

平
成
二
二
年
九
月
一
九
日
（
日
）

晴
天
の
下
、
午
前
八
時
よ
り
淡
路
カ

ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
（
淡
路
市
生
田
田

尻
池
の
谷
六
二
九
番
地
）に
於
い
て
、

淡
路
市
消
防
防
災
連
絡
協
議
会
ゴ
ル

フ
コ
ン
ペ
（
一
八
ホ
ー
ル
、
パ
ー

七
二
、
ス
ト
ロ
ー
ク
プ
レ
ー
、
ダ
ブ

ル
ペ
リ
ア
方
式
）
が
、
淡
路
市
消
防

団
、
兵
庫
県
淡
路
警
察
署
、
淡
路
広

域
消
防
事
務
組
合
及
び
、
淡
路
市
な

ど
各
消
防
防
災
機
関
の
一
層
の
親
睦

と
協
力
を
深
め
る
事
を
目
的
に
協
議

会
設
立
以
降
初
め
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

行
政
合
併
前
、
本
協
議
会
の
前
身

で
あ
る
津
名
西
警
察
消
防
協
議
会
、

岩
屋
警
察
消
防
協
議
会
の
両
協
議
会

の
時
代
に
は
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

が
開
催
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
チ
ー

ム
の
力
の
差
や
、
年
齢
以
上
の
ハ
ッ

ス
ル
プ
レ
ー
に
よ
る
ケ
ガ
な
ど
が
あ

る
の
で
、
本
協
議
会
で
は
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
に
替
わ
る
も
の
と
し
て
ゴ
ル

フ
コ
ン
ペ
が
企
画
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
、
集
ま
っ
た
選
手
は
、
腕
に

覚
え
有
り
の
人
や
、
参
加
す
る
事
に

　

わ
が
国
で
は
、
明
治
時
代
か
ら
す

で
に
各
集
落
に
自
衛
消
防
と
し
て
私

設
消
防
組
が
組
織
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
当
時
村
で
あ
っ
た
有

野
地
域
に
全
村
的
な
消
防
組
織
が
出

来
た
の
は
昭
和
四
年
で
し
た
。
各
集

落
の
私
設
消
防
組
を
統
合
し
公
設
有

野
消
防
組
が
誕
生
し
、
組
織
の
充
実

を
図
る
と
と
も
に
統
合
的
指
揮
系
統

を
確
立
し
て
消
火
体
制
が
確
立
さ
れ

ま
し
た
。

　

組
織
の
長
を
組
頭
と
称
し
、
初
代

組
頭
に
は
吉
田
村
長
が
就
任
し
ま
し

た
。
昭
和
一
八
年
に
は
有
野
警
防
団

と
改
称
さ
れ
、
戦
後
の
昭
和
二
二
年

に
有
野
村
が
神
戸
市
に
編
入
さ
れ
神

戸
市
有
野
消
防
団
に
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
昭
和
五
八
年
に
神
戸
市
の
消

防
団
組
織
の
改
組
に
よ
り
一
消
防
署

一
消
防
団
制
と
な
り
、
北
区
内
の
八

町
の
消
防
団
が
一
つ
の
北
消
防
団
に

統
合
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
有
野
消
防

団
は
北
消
防
団
有
野
支
団
と
な
り
ま

し
た
。

　

近
年
で
は
、
住
宅
用
火
災
警
報
器

の
普
及
や
消
火
栓
や
耐
震
性
防
火
水

槽
が
整
備
さ
れ
地
域
の
防
火
体
制
も

順
次
向
上
し
て
き
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
時
代
の
変
化
と
と
も
に
災
害
の

形
態
も
多
様
化
し
て
き
て
お
り
、
地

域
を
様
々
な
災
害
か
ら
守
る
た
め
、

消
防
団
活
動
の
必
要
性
は
依
然
高
い

も
の
が
あ
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
地
域
の
防
災
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
有

野
支
団
員
が
よ
り
一
層
防
災
に
関
す

る
知
識
と
技
術
の
向
上
を
図
り
「
安

全
で
安
心
な
ま
ち　

あ
り
の
」
の
た

め
に
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

（
主
な
災
害
）

　

下
唐
櫃
大
火　

昭
和
三
三
年
七
月

意
義
が
あ
る
と
い
う
人
、
何
年
ぶ
り

の
ゴ
ル
フ
や
ろ
う
と
言
い
な
が
ら
参

加
す
る
人
な
ど
腕
前
の
方
は
バ
ラ
バ

ラ
で
す
が
、
秋
の
一
日
、
大
い
に
親

睦
を
図
り
な
が
ら
、
ま
た
、
野
山
を

駆
け
回
り
プ
レ
ー
を
楽
し
み
ま
し

た
。

　

コ
ン
ペ
終
了
後
、
倶
楽
部
ハ
ウ
ス

に
て
表
彰
式
と
懇
親
会
が
行
わ
れ
、

各
防
災
機
関
が
参
加
す
る
な
か
、
消

防
団
員
が
優
勝
し
た
際
に
は
会
場
か

ら
大
き
な
歓
声
が
あ
が
り
、
ま
た
、

懇
親
会
に
お
い
て
は
、
日
ご
ろ
の
消

防
団
活
動
や
ゴ
ル
フ
談
義
に
花
が
さ

き
、
時
間
の
経
つ
の
も
忘
れ
る
ほ
ど

で
し
た
。

　

昨
今
の
過
疎
・
少
子
高
齢
化
、
職

住
分
離
の
進
展
、
若
い
世
代
の
消
防

活
動
に
対
す
る
意
識
の
変
容
な
ど
に

よ
っ
て
、
消
防
団
を
と
り
ま
く
環
境

は
ま
す
ま
す
厳
し
く
な
っ
て
お
り
ま

四
日
未
明
下
唐
櫃
で
失
火
に
よ
る
火

災
が
発
生
し
、
強
風
に
あ
お
ら
れ
、

二
〇
数
戸
に
延
焼
し
ま
し
た
。

　

陽
気
寮
火
災　

昭
和
六
一
年
七
月

三
一
日
に
岡
場
地
区
の
知
的
障
害
者

授
産
施
設
「
陽
気
寮
」
で
火
災
が
発

生
し
不
幸
に
も
八
名
の
方
が
焼
死
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
時
、
一
七
〇
名
の

有
野
支
団
は
積
載
車
七
台
と
小
型
動

力
ポ
ン
プ
八
台
で
現
場
に
駆
け
つ
け
、

遠
隔
水
利
の
た
め
周
囲
の
水
田
か
ん

が
い
用
水
を
一
箇
所
に
集
め
水
利
を

確
保
し
た
り
、
有
野
川
か
ら
ホ
ー
ス

延
長
し
常
備
消
防
隊
に
送
水
し
た
り

消
火
活
動
の
支
援
を
し
ま
し
た
。

http://www.hyogoshoubou.jp/

「こんにちは！ひょうごの消防団です」

す
が
、
こ
の
よ
う
な
団
員
間
の
親
睦

を
通
し
若
手
消
防
団
員
の
確
保
、
地

域
防
災
力
の
向
上
に
繋
が
り
、
さ
ら

に
関
係
機
関
と
の
交
流
を
深
め
る
こ

と
に
よ
り
、
有
事
の
際
に
は
よ
り
緊

密
な
連
携
が
図
ら
れ
る
も
の
と
確
信

し
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
今
年
四
月
か
ら
加
古
川
市

消
防
団
鳩
里
分
団
に
入
団
し
、
消
防

団
活
動
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

以
前
か
ら
消
防
団
へ
の
入
団
の
お

話
は
あ
り
ま
し
た
が
、
会
社
員
で
あ

る
私
で
は
、
火
災
等
の
災
害
時
に
直

ち
に
現
場
へ
出
動
し
、
活
動
で
き
な

い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
断
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
春
、
兄

の
友
人
の
団
員
の
方
が
転
勤
さ
れ
た

こ
と
で
、
分
団
幹
部
の
方
か
ら
強
く

入
団
を
勧
め
ら
れ
、
ま
た
、
先
輩
団

�

消
防
団
に
入
団
し
て

　
　
　

加
古
川
市
消
防
団

 

　

鳩
里
分
団　
　
　

 

中
谷
秋
彦

わ
れ
ら
若
手
消
防
団
員

わ
れ
ら
若
手
消
防
団
員

〈33〉〈33〉

員
の
方
か
ら
消
防
団
活
動
の
お
話
を

聞
き
、
消
防
団
活
動
を
通
し
て
何
か

地
域
に
貢
献
で
き
な
い
か
と
思
い
、

多
少
の
不
安
は
あ
っ
た
も
の
の
入
団

を
決
意
い
た
し
ま
し
た
。

　

ま
だ
ま
だ
消
防
団
員
一
年
生
、
消

防
団
活
動
に
つ
い
て
十
分
に
理
解
し

て
い
ま
せ
ん
が
、
加
古
川
市
の
中
心

部
に
位
置
す
る
我
が
鳩
里
分
団
は
、

火
災
発
生
時
は
も
ち
ろ
ん
地
震
や
風

水
害
時
に
出
動
し
、
消
火
活
動
、
警

戒
活
動
、
避
難
誘
導
な
ど
大
勢
の
住

民
の
安
全
安
心
を
守
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
夏
祭
り
や
秋
祭
り
の
警
戒
警

備
、
加
古
川
市
ツ
ー
デ
ー
マ
ー
チ
の

安
全
警
備
、
年
末
特
別
警
戒
な
ど
地

域
に
幅
広
く
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　

阪
神
淡
路
大
震
災
で
は
、
消
防
団

員
の
方
は
、
自
ら
も
被
災
し
て
い
る

に
も
関
わ
ら
ず
、
地
震
直
後
か
ら
消

火
、
救
急
、
住
民
の
避
難
誘
導
、
救

援
物
資
搬
送
等
の
活
動
に
あ
た
っ
た

と
聞
い
て
お
り
ま
す
。
そ
う
い
っ
た

活
動
か
ら
も
消
防
団
は
地
元
地
域
防

災
の
要
と
し
て
、
必
要
不
可
欠
な
存

在
だ
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　

近
年
、
地
域
社
会
で
の
人
と
人
と

の
関
わ
り
が
希
薄
に
な
っ
た
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
確
か
に
我
が
町
で
も

そ
う
な
り
つ
つ
あ
る
こ
と
を
実
感
し

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
私
た
ち
消
防

団
員
が
地
域
に
密
着
し
た
活
動
を
す

る
こ
と
で
、
地
域
住
民
の
潤
滑
油
と

な
り
、
地
域
防
災
の
強
化
、
地
域
の

活
性
化
の
一
助
に
な
れ
ば
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
消
防
団

活
動
を
通
し
て
、
地
域
社
会
に
貢
献

し
、
地
域
住
人
に
信
頼
さ
れ
、
頼
り

に
な
る
消
防
団
員
に
な
れ
る
よ
う
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
い
つ
ど
こ
で
発
生
す
る
か
わ
か

ら
な
い
火
災
や
災
害
に
対
し
、
自
信

を
持
っ
て
活
動
で
き
る
よ
う
訓
練
に

励
ん
で
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

安
全
・
安
心
の

�
ま
ち
づ
く
り

　
　
　

朝
来
市
消
防
団
長

石
原　

武
士

 

淡
路
市
消
防
防
災
機
関
連
絡
協
議
会

 

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
開
催
　

�

淡
　
路
　
市

○171
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出
動
体
制
を
維
持
し
、
消
防
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

石
原
団
長
は
、
昭
和
四
二
年
に
消

防
団
に
入
団
、
平
成
一
七
年
か
ら
朝

来
市
消
防
団
和
田
山
支
団
長
に
就
任

さ
れ
、
本
年
四
月
か
ら
第
三
代
朝
来

市
消
防
団
長
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

石
原
団
長
の
家
業
は
自
動
車
販
売

店
㈱
石
原
モ
ー
タ
ー
ス
を
経
営
さ
れ

て
お
り
、
親
子
二
代
で
消
防
団
に
属

さ
れ
て
お
り
、
従
業
員
の
ほ
と
ん
ど

が
消
防
団
員
と
い
っ
た
生
粋
の
消
防

人
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
国
際
交
流
協
会
の
副
会
長

の
要
職
に
あ
り
今
年
八
月
に
は
、
中

国
内
蒙
古
自
治
区
に
親
善
大
使
と
し

て
派
遣
さ
れ
、
市
の
国
際
交
流
に
多

大
な
貢
献
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

写
真
か
ら
窺
え
る
と
お
り
、
温
厚

で
、
人
情
味
溢
れ
る
お
人
柄
で
常
に

団
員
に
対
し
て
も
気
遣
い
を
忘
れ
な

い
優
し
い
団
長
で
す
。

　

し
か
し
、
災
害
発
生
時
に
は
、
合

併
に
よ
る
管
轄
区
域
の
広
域
化
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
い
ち
は
や
く
災
害
現

場
に
駆
け
つ
け
、
陣
頭
指
揮
を
と
ら

れ
、
常
に
冷
静
で
的
確
な
指
示
を
出

さ
れ
る
な
ど
行
動
力
に
溢
れ
る
団
長

で
す
。

　

現
在
、
団
組
織
の
再
編
や
消
防
車

輌
配
備
の
見
直
し
な
ど
課
題
も
山
積

し
て
い
ま
す
が
、
朝
来
市
消
防
団
の

発
展
と
安
全
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
の

実
現
に
邁
進
さ
れ
て
い
ま
す
。

今昔消防団
�

始球式を行う向内消防団長（右）、門淡路市長

積 載 車
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山
が
あ
り
、海
も
あ
る
。四
季
折
々

に
山
間
部
で
は
山
菜
取
り
・
ス
キ
ー
・

狩
猟
な
ど
、
海
岸
部
で
は
、
海
水
浴
・

シ
ュ
ノ
ー
ケ
ル
・
魚
釣
り
な
ど
が
楽

し
め
ま
す
。

　

豊
岡
市
は
、
美
し
い
自
然
に
恵
ま

れ
た
近
隣
一
市
五
町
が
平
成
一
七
年

に
合
併
し
て
誕
生
し
た
街
で
す
。

　

消
防
団
は
、
地
形
環
境
の
違
い
に

よ
り
、
災
害
も
地
域
特
性
が
あ
り
、

多
団
制
を
採
用
し
て
い
ま
す
。
山
間

部
で
の
土
砂
災
害
、
内
陸
部
で
の
水

害
、
海
岸
部
で
の
津
波
・
高
潮
な
ど
、

六
つ
の
消
防
団
は
、
合
併
前
の
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
を
守
備
範
囲
と
し
て
、

地
域
住
民
の
安
心
・
安
全
の
た
め
に

活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
私
達
が
管
轄
し
て
い
る
豊

岡
地
域
の
魅
力
の
一
端
を
紹
介
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

世
界
が
注
目
し
て
い
る
特
別
天
然

記
念
物
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
自
然
放
鳥
が

平
成
一
七
年
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

五
〇
年
に
も
及
ぶ
関
係
者
・
地
域

の
方
々
の
熱
意
と
地
道
な
努
力
の
賜

で
あ
り
ま
す
。
人
と
自
然
の
共
生
を

目
指
し
、
地
域
住
民
の
方
々
の
暖
か

い
思
い
や
り
で
、
今
で
は
四
七
羽
の

コ
ウ
ノ
ト
リ
が
青
空
を
背
に
、
大
き

な
翼
を
広
げ
優
雅
に
舞
っ
て
い
ま
す
。

　
「
日
本
の
地
形
百
選
」
に
選
定
さ

れ
て
い
る
玄
武
洞
は
、
国
指
定
天
然

記
念
物
「
玄
武
岩
」
が
柱
状
節
理
を

形
成
す
る
不
思
議
な
様
は
、
紅
葉
と

共
に
景
観
を
一
段
と
輝
か
せ
ま
す
。

　

地
場
産
業
の
鞄
は
、
伝
統
技
術
と

新
し
い
感
性
を
基
に
、「
世
界
を
感

動
さ
せ
る
」
を
合
言
葉
に
、
オ
リ
ジ

ナ
ル
鞄
「
豊
岡
ブ
ラ
ン
ド
」
が
開

発
さ
れ
着
々
と
成
果
を
挙
げ
始
め
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
注
目
さ
れ
て
い
ま

す
。
是
非
、
御
愛
用
品
に
加
え
て
く

だ
さ
い
。

　

一
一
月
六
日
は
冬
の
味
覚
「
松
葉

ガ
ニ
」
の
解
禁
日
で
あ
り
ま
す
。
津

居
山
沖
の
良
質
豊
富
な
プ
ラ
ン
ク
ト

 　

だ
ん
だ
ん
と
肌
寒
く
な
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
が
、
皆
さ
ま
い
か
が
お

過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
こ
の

時
期
は
地
域
の
行
事
等
が
多
く
皆
さ

ま
忙
し
く
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
思
い

ま
す
。

　

さ
て
、
今
月
号
で
は
、
ひ
ょ
う
ご

消
防
の
つ
ど
い
二
〇
一
〇
、
女
性
消

防
団
員
研
修
会
等
、
県
・
県
消
防
協

会
主
催
の
行
事
に
つ
い
て
掲
載
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
月
も
各
地
区
、
各
支
部

か
ら
多
数
寄
稿
し
て
い
た
だ
き
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
寒
さ
が
増

し
、
暖
房
な
ど
の
火
の
気
を
多
く
使

う
季
節
と
な
り
ま
す
が
、
取
り
扱
い

に
は
十
分
に
注
意
し
た
い
も
の
で

す
。

に
遺
族
代
表
の
こ
と
ば
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
後
は
、
参
列
者
が
故
人
の

冥
福
を
祈
り
献
花
を
行
い
、
江
戸
消

防
記
念
会
か
ら
鎮
魂
の
歌（
木
遣
り
）

が
披
露
さ
れ
、
式
典
は
厳
か
に
滞
り

な
く
終
了
し
ま
し
た
。

　

第
二
九
回
全
国
消
防
殉
職
者
慰
霊

祭
が
、
平
成
二
二
年
九
月
一
六
日
、

日
本
消
防
会
館
ニ
ッ
シ
ョ
ー
ホ
ー
ル

に
お
い
て
、
厳
粛
に
執
り
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

本
慰
霊
祭
に
お
い
て
合
祀
さ
れ
て

い
る
御
霊
は
、
生
前
に
郷
土
愛
護
の

精
神
に
燃
え
、
住
民
の
生
命
、
身
体

及
び
財
産
を
災
害
か
ら
守
る
た
め
、

身
を
挺
し
消
火
活
動
を
行
い
、
ま
た

身
の
危
険
を
顧
み
る
こ
と
も
な
く
懸

命
な
防
火
活
動
を
行
い
、
不
幸
に
も

殉
職
さ
れ
た
全
国
の
消
防
団
員
・
職

員
・
及
び
一
般
協
力
者
の
方
々
で
す
。

　

祭
壇
に
は
、
今
回
あ
ら
た
に
十
柱

の
御
霊
が
合
祀
さ
れ
、
あ
わ
せ
て

五
四
一
五
柱
が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
に
は
兵
庫
県
か
ら
、
岸
谷
会

長
を
は
じ
め
遺
族
代
表
五
名
が
参
列

し
、
全
国
か
ら
の
多
数
の
遺
族
の

方
々
と
共
に
、
今
は
亡
き
肉
親
の
魂

と
の
再
会
を
待
つ
中「
御
霊
の
奉
納
」

が
行
わ
れ
、
黙
祷
を
捧
げ
た
後
、
高

木
日
本
消
防
協
会
長
の
式
辞
、
来
賓

か
ら
追
悼
の
こ
と
ば
が
続
き
、
最
後

ン
が
集
ま
る
近
海
で
獲
れ
る
津
居
山

カ
ニ
は
、生
き
た
ま
ま
陸
上
げ
さ
れ
、

鮮
度
と
味
覚
は
正
に
日
本
一
で
あ
り

ま
す
。

　

情
緒
豊
か
な
温
泉
や
地
酒
な
ど

が
、
皆
様
を
歓
迎
い
た
し
ま
す
。
是

非
、
お
越
し
下
さ
い
。

第
二
九
回
全
国
消
防
殉
職
者
慰
霊
祭

 

平
成
二
二
年
度

 

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
　
　

消
防
庁
予
防
課

編
集
後
記

　
コ
ウ
ノ
ト
リ
と
住
む
街
「
豊
岡
市
」

 

豊
　
岡
　
市

　

消
防
庁
で
は
、「『
消
し
た
か
な
』

あ
な
た
を
守
る
合
い
言
葉
」
を
平
成

二
二
年
度
全
国
統
一
防
災
標
語
と

し
、
平
成
二
二
年
一
一
月
九
日
か
ら

一
五
日
ま
で
の
間
、
平
成
二
二
年
秋

季
全
国
火
災
予
防
運
動
を
実
施
し
ま

す
。

　

こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発
生
し
や

す
い
時
期
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
火

災
予
防
思
想
の
一
層
の
普
及
を
図

り
、
火
災
に
よ
る
死
傷
者
及
び
財
産

の
損
失
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
毎
年
「
一
一
九
番
の
日
」
で
あ

る
一
一
月
九
日
か
ら
一
週
間
程
度
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

火
災
予
防
運
動
の
実
施
に
当
た
っ

て
は
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

が
義
務
化
さ
れ
る
平
成
二
二
年
六
月

に
向
け
た「
当
面
の
重
点
実
施
項
目
」

や
住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
の
発
生
防

止
対
策
の
要
点
を
ま
と
め
た
「
住
宅

防
火 

い
の
ち
を
守
る 

七
つ
の
ポ
イ

ン
ト
」
を
活
用
し
、
積
極
的
な
広
報

を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
こ
の
運
動
を
機
に
地
域

住
民
に
対
し
、
日
頃
忘
れ
が
ち
な
火

災
に
対
す
る
警
戒
心
の
喚
起
を
行

い
、
一
人
ひ
と
り
に
防
火
の
重
要
性

を
自
覚
さ
せ
、
日
常
生
活
で
の
防
火

の
実
践
を
働
き
か
け
ま
し
ょ
う
。

住
宅
火
災
用
警
報
器
の
普
及
に
向
け

た
「
当
面
の
重
点
実
施
項
目
」

一 

．
普
及
率
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え

た
重
点
的
取
組

二 

．
共
同
購
入
等
の
先
進
的
ノ
ウ
ハ

ウ
の
普
及

三 

．
住
宅
防
火
に
係
る
総
合
的
な
啓

発
と
併
せ
た
普
及
啓
発

四 

．
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
効
果
・

奏
工
事
例
を
活
用
し
た
広
報
活
動

五 

．
高
齢
者
世
帯
な
ど
設
置
困
難
世

帯
へ
の
対
応
強
化

コウノトリ
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